
仏
プ
レ
オ
首
相

は
新
た
に
猫
を

飼
い
始
め
た
と

伝
え
た
（
３
面
）

中
華
統
合
軍
は
今
日
、

太
平
洋
を
主
眼
と
す
る

軍
事
演
習
の
計
画
に
つ

い
て
語
っ
た
。（
６
面
）

今
日
Ｎ
Ｙ
で
王
遠
平
の

物
ま
ね
芸
人
が
現
れ
街

行
く
人
を
笑
わ
せ
た
。

詳
細
は
（
８
面
）

▼
大
正
時
代
の
ア
ナ
キ
ス
ト

代
表
格
と
言
え
る
の
が
大
杉

栄
で
あ
る
。
大
逆
事
件
の
後
、

ア
ナ
キ
ス
ト
の
大
立
者
で
あ

っ
た
た
め
に
危
険
視
さ
れ
、

関
東
大
震
災
直
後
、
憲
兵
隊

司
令
部
で
不
慮
の
死
を
遂
げ

る
。
こ
れ
が
所
謂
甘
粕
事
件

だ
。
▼
彼
は
ア
ナ
キ
ス
ト
で

あ
る
以
外
に
、
言
語
を
愛
し

た
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

陸
軍
学
校
を
卒
業
し
た
あ

と
、
父
の
許
し
を
得
る
こ
と

な
く
文
系
に
転
向
。
言
語
研

究
と
称
し
て
入
学
し
た
東
京

外
国
語
学
校
（
現
東
京
外
国

語
大
学
）
で
フ
ラ
ン
ス
語
を

学
ん
だ
。
こ
の
外
国
語
学
校

の
経
験
が
後
に
ア
ナ
キ
ス
ト

に
な
る
原
点
と
な
る
。
▼
彼

は
言
語
の
中
で
も
特
に
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
語
に
深
い
興
味
を

持
っ
た
。
在
学
中
に
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
に
出
会
っ
た
彼
は
、

大
学
を
卒
業
後
東
京
市
本
郷

で
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
校
を
開

き
、
ま
た
留
学
生
に
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
語
を
教
え
た
と
い

う
。
▼
そ
ん
な
彼
は
よ
く
逮

捕
さ
れ
獄
中
生
活
が
長
か
っ

た
。
そ
の
時
に
彼
が
目
標
と

し
た
の
が
「
一
犯
一
語
」
。

一
回
の
獄
中
生
活
で
一
語
を

習
得
す
る
と
い
う
目
標
を
立

て
、
最
終
的
に
は6.

7

種
類
の

言
語
を
習
得
し
た
。
▼
大
杉

栄
は
関
東
大
震
災
後
憲
兵
に

惨
殺
さ
れ
、
38
年
の
生
涯
を

閉
じ
た
。
「
生
は
永
久
の
闘

い
で
あ
る
。
─
─
闘
い
は
生

の
花
で
あ
る
」
と
い
う
彼
の

言
葉
に
相
応
し
い
破
天
荒
な

生
き
様
と
言
え
よ
う
。

　
今
日
は
満
州
が
外
交
を
展
開
し
て
い
る
中
で
、
そ
の
強
引
な
外
交
に
対
し
暗
雲
が
立

ち
込
め
る
１
日
と
な
っ
た
。
中
華
の
一
帯
一
路
実
現
が
険
し
く
な
る
可
能
性
も
。

　
米
政
府
は
今
日
、
初
め
て

満
州
の
外
交
に
対
し
言
及
し

た
。
デ
ニ
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
参
謀
本
部
議
長
は
満
州

と
Ｅ
Ｓ
・
澳
州
の
そ
れ
ぞ
れ

の
条
約
で
遵
守
と
安
全
保
障

上
の
観
点
で
問
題
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
に
関
し
て
「
こ

れ
ら
の
安
全
保
障
が
絡
ん
だ

外
交
問
題
は
、
米
国
に
よ
る

そ
の
地
域
へ
の
軍
事
的
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
再
確
認

し
、
更
な
る
軍
事
力

の
投
射
を
行
う
充
分

な
根
拠
と
な
る
」
と

述
べ
た
。

　
米
国
は
Ｅ
Ｓ
と
澳

州
の
両
国
に
米
軍
を

駐
留
さ
せ
て
い
る
。

満
州
と
の
条
約
を
締

結
し
、
国
内
で
親
中

派
と
見
ら
れ
た
Ｅ
Ｓ

首
相
が
狙
撃
さ
れ
る

と
満
州
は
中
東
情
勢
の
悪
化

に
乗
じ
て
ス
エ
ズ
へ
の
中
華

統
合
軍
派
遣
を
示
唆
し
た
。

澳
州
で
は
、
満
州
と
の
協
定

を
巡
り
締
結
か
ら
１
週
間
で

港
湾
の
軍
事
使
用
を
巡
り
法

廷
論
争
に
突
入
し
た
。

　
参
謀
本
部
議
長
は
、
こ
れ

ら
の
外
交
問
題
を
「
中
華
と

そ
れ
ぞ
れ
の
二
国
間
取
引
で

あ
り
、
米
国
は
こ
れ
に
関
与

し
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
満
州

と
の
条
約
・
協
定
で
引
き
起

こ
さ
れ
た
問
題
は
地
域
の
安

全
保
障
に
お
い
て
米
国
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
再
検
討
す
る
充

分
な
根
拠
と
な
る
」
と
述
べ
、

中
東
と
太
平
洋
の
軍
事
的
拡

大
を
目
論
む
満
州
を
牽
制
し

た
。

　
ま
た
Ｅ
Ｓ
政
府
は
今
日
、

中
華
輸
出
銀
が
Ｓ
Ｃ
Ａ
（
ス

エ
ズ
運
河
庁
）
に
対
し
敵
対

Ｔ
Ｏ
Ｂ
を
仕
掛
け
よ
う
と
し

て
い
る
と
主
張
し
、
同
株
式

を
信
頼
で
き
る
外
国
に
譲
渡

す
る
可
能
性
を
示
し
た
。

　
澳
州
で
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
港

を
巡
り
、
条
約
解
釈
な
ど
が

争
点
と
な
る
提
訴
が
な
さ
れ

た
。
裁
判
所
は
受
理
を
し
な

か
っ
た
が
、
政
権
支
持
率
は

下
が
り
続
け
て
い
る
。

【
文
責:

Ｓ
・
リ
ー
】

　
今
日
、
国
内
で
人
気
の

家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
「
ス
コ

ー
ピ
オ
ン
」
を
製
造
し
て

い
る
大
手
ゲ
ー
ム
メ
ー
カ

ー
、
「
サ
ク
セ
ム
」
は
日

仏
蘭
に
海
外
進
出
す
る
と

発
表
し
た
。

　
サ
ク
セ
ム
のC

E
O

は
、

「
ス
コ
ー
ピ
オ
ン
の
名
前

が
世
界
に
轟
き
、
祖
国
と

娯
楽
を
求
め
る
人
々
の
た

め
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
誇

ら
し
げ
に
語
っ
た
。

【
墨
ワ
ー
キ
ン
グ
タ
イ
ム

ズ
】

国防総省は険しい顔つきで語った（ＧＵＡ）

　
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
政
府
に

よ
る
経
済
自
由
地
域

の
指
定
計
画
が
示
唆

さ
れ
た
事
に
よ
り
、

国
境
や
沿
岸
の
都
市

は
に
わ
か
に
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。

　
候
補
地
と
し
て
ク

リ
ビ
な
ど
の
沿
岸
数
都
市
の

他
、
ア
ド
レ
な
ど
の
国
境
都

市
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
経
済
発
展
を
願
う
Ｕ
Ｓ
Ｃ

Ａ
の
思
惑
が
あ
る
。

　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
ド

ゥ
ア
ラ
港
や
ポ
ワ
ン
ト
・
ノ

ワ
ー
ル
港
の
負
担
は
大
き

く
、
ク
リ
ビ
港
な
ど
新
し
い

港
の
早
急
な
発
展
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
国
境
に
関
し
て
も
新
た
に

開
通
す
る
チ
ャ
ド
鉄
道
沿
線

を
発
展
さ
せ
、
物
資
の
集
積

地
と
し
て
の
発
展
を
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
構
想
は
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
に

何
を
も
た
ら
す
の
か
？
多
く

の
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

開発進むクリビ港（ＭＮＭ提供）

　
イ
ラ
ン
か
ら
の
石
油
が
事

実
上
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
中
東
で
は
様
々
な
リ

ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
。
イ
ノ

ニ
ュ
ら
政
府
首
脳
部
は
、
現

状
で
70%

近
く
を
占
め
る
火

力
発
電
比
率
を
半
分
程
度
ま

で
下
げ
た
い
考
え
だ
。

　
ア
ッ
ク
ユ
原
発
が
動
け
ば

状
況
は
変
わ
る
だ
ろ
う
と
話

す
の
は
政
府
関
係
者
。
今
、

一
番
求
め
ら
れ
る
の
は
再
エ

ネ
だ
。
件
の
政
府
関
係
者
は

語
る
。
「
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
そ
し
て
そ
の
利
用
施
設

を
揃
え
る
こ
と
が
、
計
画
達

成
に
は
不
可
欠
。
」

【
土 

Ça
ğ
 T
ür
k

】

テ
ュ
ル
キ
イ
ェ
国
内
の
発
電
所


